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人材養成等教育研究に係る目的

　工学部では全人教育の下、人間力を備えたモノつくりの実践的技術者を育成することをミッショ

ンとしている。教育研究に取り組む学部の基本的なスタンスとして、「技術者は、技術の進歩を追

求する技術者である前に、人間であることを希求すること」「失敗を恐れず人生の開拓者として絶

えず夢に挑戦する技術者であること」「現状の正しい認識の上に、常に将来を見据えた前向きな姿

勢で迅速な改革に取り組むこと」を前提に実技教育、労作教育を展開する。また自然尊重、地球環

境に留意し環境教育を実践する。その結果、社会人として十分な品格を持った人間性豊かで、コ

ミュニケーション力、問題発見・解決能力を備え、環境にも配慮した新たな価値を創造できる技術

者の育成に努める。

　情報通信工学科では、人と人とをつなぐコミュニケーション能力と技術を身につけ、現代のグ

ローバルな情報化社会で活躍できる正しい倫理観をもつ人材を育成する。特に、社会におけるさま

ざまな物やシステムの情報制御技術、対人サービスのための知能ロボット、クラウドコンピュー

ティングにおけるビッグデータ解析などのデータサイエンス、情報セキュリティおよび高速通信技

術といった、時代に即した技術イノベーションの基礎を学ぶ。

　ソフトウェアサイエンス学科では、現代社会のインフラストラクチャとして、生活に不可欠なコ

ンピュータやネットワークを支えるソフトウェア技術を習得した高度情報社会を支える技術者を育

成する。教育目標は、ソフトウェア技術およびこれによって実現している身近な携帯電話、ゲーム

機、デジカメ、ビデオ、家電製品、自動車などのさまざまな技術を、総合的に修得し、健全な技術

として発展させられる見識を持った全人的技術者を育成することにある。
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　マネジメントサイエンス学科では、教育目標として科学的なアプローチを中心に激変する企業経

営に対応できる人材育成を目指している。さらに実践的な経営者・技術者として必要な倫理観を備

えた人材の育成、問題発見能力、問題解決能力、評価能力を備える人材の育成を目指している。ま

た社会が求める新たな価値創造のできる実践的な経営者・管理者・技術者の知識が獲得できるよう

に教育プロセスの改善を教員が推進する。

　エンジニアリングデザイン学科は、ものづくりに欠かせない従来技術分野の修得はもちろんのこ

と、グローバルに展開する産業界のニーズに適合しうる人材養成を目的とする学科で、「機械工学」

分野を中心として図面の読める経営者や経営に参画できる技術者の養成を目的とする。具体的には、

ものづくりに不可欠な設計・製図・実験などの修得だけではなく、デジタル生産技術・工業デザイ

ンなどを取り込むことにより、技術者、経営者として地球的にも活躍できる人材を輩出する。

　情報通信工学科、ソフトウェアサイエンス学科、マネジメントサイエンス学科は、数学教員養成

プログラムを持つ。 1 年次から数学を専門として学び、数学の深い知識と幅広い教授法を身につけ

た数学教員を養成する。
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